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②
経
常
収
支
の
黒
字
縮
小
と
稼
ぎ
方
の
変
化

■
経
常
収
支
（
暦
年
ベ
ー
ス
）
は
４
年

連
続
で
黒
字
縮
小
。
グ
ロ
ー
バ
ル
最
適

地
生
産
の
流
れ
の
な
か
で
、
経
常
収
支

は
従
来
の
輸
出
で
稼
ぐ
構
造
か
ら
、
投

資
で
稼
ぐ
構
造
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

（
２
）我
が
国
の
産
業
構
造
を
支
え
る　

　
　

製
造
業

①
我
が
国
の
産
業
構
造
に
お
け
る
製
造

　

業
の
重
要
性

■
我
が
国
製
造
業
が
国
内
総
生
産
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
・
付
加
価
値
ベ
ー
ス
）
に
占
め
る

割
合
は
約
２
割
。
製
造
業
は
他
産
業
へ

の
波
及
効
果
が
高
く
、
国
内
生
産
額

（
売
上
に
相
当
）
に
占
め
る
割
合
は
３

割
を
超
え
て
い
る
。
製
造
業
が
盛
ん
で

あ
る
地
域
は
県
民
所
得
水
準
が
高
く
、

製
造
業
は
地
方
に
お
け
る
雇
用
の
み
な

ら
ず
所
得
向
上
に
お
い
て
も
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

②
事
業
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
国
内

　

拠
点
の
在
り
方

■
２
０
１
４
年
の
資
金
計
画
に
お
い
て

前
年
よ
り
も
資
金
配
分
を
高
め
る
使
途

は
「
国
内
設
備
投
資
」
が
52
・
６
％
と

最
も
多
く
、「
海
外
設
備
投
資
」
が
26
・

３
％
、「
研
究
開
発
」
が
25
・
４
％
と
続

い
て
お
り
、
国
内
投
資
は
増
加
傾
向
。

■
国
内
生
産
拠
点
の
位
置
づ
け
と
し
て

は
、「
海
外
拠
点
と
の
差
異
化
を
図
る
た

め
の
拠
点
」
と
す
る
企
業
が
多
く
、
新

し
い
技
術
や
製
品
な
ど
新
た
な
価
値
創

造
を
生
み
出
す
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠

点
」、
海
外
へ
移
管
す
る
生
産
技
術
や

海
外
工
場
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
担
う

「
マ
ザ
ー
工
場
」、
多
品
種
少
量
生
産
や

（
１
）我
が
国
製
造
業
の
足
下
の
状
況
認
識

①
我
が
国
製
造
業
の
業
績
改
善

■
我
が
国
製
造
業
の
企
業
実
績
は
着
実

に
改
善
。
賃
上
げ
を
始
め
と
す
る
経
済

の
好
循
環
の
流
れ
を
加
速
さ
せ
、
全
国

に
行
き
渡
ら
せ
、
ま
た
、
投
資
を
さ
ら

に
活
発
化
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
。
設
備

投
資
は
持
ち
直
し
つ
つ
あ
る
が
、
い
ま

だ
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前
の
水
準
に
は

及
ん
で
い
な
い
。

　本白書は、経済産業省、厚生労働省、文部科学省が連携して作成しており､ 今回
で15冊目となります。我が国ものづくり産業が直面する課題と展望、成長戦略を支
えるものづくり人材の確保と育成、ものづくりの基盤を支える教育･研究開発の課題
と方向性について記述しています。本稿では、その概要を紹介します。

【図表１】名目施設投資の推移

【図表２】国内生産額（売上に相当）の
　　　　 産業別構成比

【図表３】資金配分を増やす使途

第１章
我
が
国
も
の
づ
く
り
産
業
が

直
面
す
る
課
題
と
展
望

（備考）季節調整値
（資料）内閣府「国民経済計算」

備考：「国内生産額」は我が国に所在する各産業の生産
　　　活動や取引の総額
資料：総務省「平成23年産業連関表」速報

資料：日本政策投資銀行「企業行動に関する意識調査」（2014年６月）
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■
今
後
、
多
く
の
企
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル

ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企
業
に
成
長
し
、
海
外

市
場
で
高
い
利
益
を
上
げ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

（
３
）
製
造
業
の
新
た
な
展
開
と
将
来
像

①
デ
ー
タ
社
会
に
お
い
て
変
わ
り
つ
つ

　

あ
る
製
造
業

■
Ｉ
Ｔ
の
急
速
な
技
術
革
新
に
よ
り
、

デ
ー
タ
の
蓄
積
と
活
用
の
幅
が
拡
大
。

デ
ー
タ
収
集
、
解
析
、
処
理
と
い
う
サ

イ
ク
ル
の
中
で
新
た
な
付
加
価
値
が
生

み
出
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
競
争
領

域
が
変
化
。

■
セ
ン
サ
ー
技
術
や
バ
ッ
テ
リ
ー
技
術
、

デ
ー
タ
を
処
理
す
る
プ
ロ
セ
ッ
サ
の
小

型
化
や
高
速
化
、
さ
ら
に
は
デ
ー
タ
を

蓄
積
す
る
ク
ラ
ウ
ド
の
普
及
等
に
よ
り
、

す
べ
て
の
「
モ
ノ
」
を
デ
ー
タ
化
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
ぐ
〞
Ｉ
ｎ
ｔ

ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ  

ｏ
ｆ  
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ 

短
期
生
産
な
ど
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
工
場
」
等
の
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

■
企
画
・
経
営
管
理
、
研
究
開
発
、
マ

ザ
ー
工
場
等
は
大
部
分
を
国
内
に
残
す

方
針
の
部
門
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

国
内
拠
点
の
役
割
の
差
別
化
が
進
ん
で

い
る
。

■
国
内
投
資
や
生
産
拠
点
を
国
内
に
戻

す
動
き
も
最
近
見
ら
れ
て
は
い
る
が
、

製
造
業
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
１
９
９
７
年
（
約

１
１
４
兆
円
）
を
ピ
ー
ク
に
減
少
が
続

き
、
こ
こ
数
年
は
約
90
兆
円
と
な
っ
て

い
る
。
企
業
の
海
外
現
地
生
産
比
率
が

引
き
続
き
上
昇
す
る
と
と
も
に
、
海
外

現
地
調
達
率
も
上
昇
し
て
い
る
こ
と
や
、

内
需
の
落
ち
込
み
等
が
大
き
な
要
因
と

考
え
ら
れ
る
。

■
こ
の
よ
う
な
中
、
製
造
業
が
今
後
も

我
が
国
の
成
長
を
下
支
え
す
る
た
め
に

は
、「
国
内
に
残
す
」
分
野
と
「
海
外
で

稼
ぐ
」
分
野
を
明
確
化
し
、
国
内
に
残

す
分
野
は
輸
出
競
争
力
の
維
持
強
化
を

は
か
り
、
海
外
で
稼
ぐ
分
野
は
収
益
を

還
流
さ
せ
国
内
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

産
み
出
す
サ
イ
ク
ル
を
作
る
こ
と
が
重

要
。

■
産
業
分
野
ご
と
の
現
状
や
特
性
を
踏

ま
え
つ
つ
、
今
後
検
討
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

（
Ｉ
ｏ
Ｔ
）〞
が
現
実
化
。
単
な
る
生
産

の
効
率
化
を
超
え
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
に

よ
っ
て
、
製
造
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

が
変
革
し
つ
つ
あ
る
。

■
日
本
企
業
も
よ
り
積
極
的
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
を

活
用
し
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
す
べ
き
。

②
欧
米
に
お
け
る
動
向

■
ド
イ
ツ
は
、 

Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
製

造
業
振
興
策
と
し
て
「
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
４
・
０
」
を
推
進
。

■
企
業
や
工
場
の
内
部
が
「
つ
な
が
る
」

こ
と
で
、
市
場
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
柔
軟

な
生
産
を
行
う
ス
マ
ー
ト
工
場
を
作
り
、

さ
ら
に
企
業
間
の
壁
を
越
え
て
つ
な
が

る
こ
と
で
、
国
内
製
造
業
の
全
体
最
適

化
を
目
指
す
。

③
Ｉ
ｏ
Ｔ
社
会
に
お
け
る
我
が
国
製
造

　

業
の
方
向
性

■
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ
っ
て
製
造
業
の
競
争

ル
ー
ル
が
大
き
く
変
わ
る
と
の
状
況
認

識
の
下
、
ロ
ボ
ッ
ト
革
命
実
現
会
議
の

下
で
取
り
ま
と
め
た
「
ロ
ボ
ッ
ト
新
戦

略
」
に
お
い
て
、
世
界
一
の
ロ
ボ
ッ
ト

大
国
で
あ
る
我
が
国
が
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
時
代

の
ロ
ボ
ッ
ト
で
世
界
を
リ
ー
ド
し
、
ロ

ボ
ッ
ト
革
命
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
を

打
ち
出
し
た
。

■
Ｉ
ｏ
Ｔ
社
会
に
お
け
る
製
造
業
に
最

も
重
要
な
こ
と
は
、
Ｉ
Ｔ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
活

用
の
メ
リ
ッ
ト
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
、

③
国
内
生
産
基
盤
の
維
持
強
化

■
製
造
業
を
支
え
る
も
の
づ
く
り
人
材

は
多
く
の
業
種
で
減
少
。
人
材
不
足
を

見
据
え
て
、
シ
ニ
ア
・
ベ
テ
ラ
ン
人
材

や
女
性
の
活
用
に
取
り
組
む
企
業
が
多

く
み
ら
れ
る
。

■
中
堅
・
中
小
企
業
は
地
方
に
お
け
る

雇
用
の
受
け
皿
で
あ
り
、
同
一
の
都
道

府
県
内
か
ら
調
達
し
て
い
る
企
業
の
割

合
が
高
く
、
地
域
に
根
付
い
た
ビ
ジ
ネ

ス
を
行
う
な
ど
地
域
経
済
に
お
い
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

群馬ものづくり改善インス
トラクタースクール
■群馬県では、東京大学と
連携して、2010年に全国
初となる、製造現場のカイ
ゼン活動に取り組む企業Ｏ
Ｂ人材を養成する「群馬も
のづくり改善インストラク
タースクール」を開校。

ココ ララ ムム

【図表４】我が国における生産年齢人口の推移

資料：総務省「労働力調査」
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長
年
、国
際
競
争
の
激
化
な
ど
に
よ
り
、

厳
し
い
経
営
状
況
が
続
き
、
国
内
の
製

造
業
の
従
業
者
数
や
若
者
の
入
職
者
数

は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

②
も
の
づ
く
り
産
業
に
お
け
る
も
の
づ

　

く
り
人
材
の
果
た
し
て
き
た
役
割

■
も
の
づ
く
り
企
業
の
自
社
の
強
み
を

み
る
と
「
高
度
な
熟
練
技
能
を
持
っ
て

い
る
」（
33
・
８
％
）
を
挙
げ
る
企
業

が
最
も
多
い
。

■
も
の
づ
く
り
人
材
の
う
ち
、
技
能
者

が
一
人
前
（
自
分
で
段
取
り
で
き
る
こ

と
に
加
え
、
担
当
作
業
に
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
た
際
で
も
、
一
人
で
対
応
で
き

る
レ
ベ
ル
）
に
な
る
に
は
、
５
年
〜
10

年
か
か
る
と
答
え
た
企
業
が
最
も
多
く
、

熟
練
し
た
技
能
を
持
つ
技
能
者
を
育
成

メ
イ
ド
型
の
職
業
訓
練
の
活
用
の
促
進
、

技
能
検
定
の
更
な
る
受
検
の
促
進
等
を

実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

⑤
良
質
な
雇
用
の
場
で
あ
る
も
の
づ
く

　

り
産
業
に
お
け
る
も
の
づ
く
り
人
材

　

の
確
保
・
育
成
の
今
後
の
方
向
性

■
良
質
な
雇
用
の
場
で
あ
る
も
の
づ
く

り
産
業
で
は
、
も
の
づ
く
り
人
材
の
活

躍
に
よ
り
、
企
業
の
業
績
が
上
が
り
、

ま
た
、
企
業
の
業
績
が
上
が
る
ほ
ど
、

も
の
づ
く
り
産
業
は
も
の
づ
く
り
人
材

の
良
質
な
雇
用
の
場
と
な
り
、
も
の
づ

く
り
人
材
の
人
材
育
成
も
進
む
と
い
う

よ
う
に
、
相
互
に
連
関
し
て
、
好
循
環

が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

■
各
種
政
策
を
通
じ
て
、
良
質
な
雇
用

の
場
で
あ
る
も
の
づ
く
り
産
業
を
今
後

と
も
維
持
拡
大
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

（
２
）良
質
な
雇
用
を
支
え
る
も
の
づ
く

　
　

り
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
取
組

①
よ
り
効
果
的
な
も
の
づ
く
り
訓
練
に

　

向
け
て

■
よ
り
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た

職
業
訓
練
を
行
う
た
め
、
事
業
主
団
体

と
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
等
と
の
間
で
の

職
業
訓
練
等
を
通
じ
た
一
層
の
連
携
協

力
の
促
進
や
、
地
域
の
訓
練
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
た
職
業
訓
練
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

開
発
等
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

す
る
に
は
さ
ら
に
長
い
年
数
が
必
要
。

③
も
の
づ
く
り
産
業
に
お
け
る
人
材
確

　

保
・
育
成
の
現
状

■
も
の
づ
く
り
人
材
の
採
用
方
針
を
み

る
と
、
不
定
期
採
用
に
近
い
と
回
答
し

た
企
業
は
企
業
規
模
が
小
さ
く
な
る
ほ

ど
多
く
、
ま
た
、
定
期
採
用
に
近
い
と

回
答
し
た
企
業
で
は
10
年
以
上
前
か
ら

定
期
採
用
を
行
っ
て
い
る
企
業
が
約

61
％
と
な
っ
て
い
る
。

■
も
の
づ
く
り
人
材
の
定
着
を
促
す
た

め
の
取
組
と
し
て
は
、「
賃
金
水
準
の
向

上
」
や
「
能
力
を
処
遇
に
反
映
」
等
と

な
っ
て
お
り
、
処
遇
の
改
善
な
ど
様
々

な
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

④
良
質
な
雇
用
を
支
え
る
も
の
づ
く
り

　

人
材
の
確
保
・
育
成
の
た
め
に
求
め

　

ら
れ
る
施
策

■
人
材
確
保
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、

ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
等
と
の
連
携
や
も

の
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
に
よ
る
も
の
づ

く
り
の
魅
力
発
信
、
若
者
の
適
職
選
択

の
支
援
を
含
む
円
滑
な
マ
ッ
チ
ン
グ
、

企
業
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
女
性
技
能
者

を
含
む
職
業
訓
練
等
に
よ
る
人
材
の
育

成
に
向
け
た
取
組
を
実
施
す
る
こ
と
、

企
業
に
お
け
る
人
材
育
成
に
対
す
る
支

援
と
し
て
、
企
業
内
に
お
け
る
人
材
育

成
に
対
す
る
助
成
金
の
充
実
や
、
ポ
リ

テ
ク
セ
ン
タ
ー
等
に
お
け
る
オ
ー
ダ
ー

（
１
）良
質
な
雇
用
を
支
え
る
も
の
づ
く
り
人

材
の
確
保
と
育
成
の
課
題
と
対
応

①
良
質
な
雇
用
の
場
と
し
て
の
も
の
づ

　

く
り
産
業

■
も
の
づ
く
り
産
業
は
、
関
連
す
る
地

場
の
企
業
な
ど
非
常
に
裾
野
が
広
い
産

業
で
あ
り
、雇
用
吸
収
力
が
高
い
こ
と
、 

ま
た
、賃
金
、正
規
雇
用
率
、勤
続
年
数
、

離
職
率
な
ど
か
ら
み
る
と
、
安
定
し
た

雇
用
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
良
質
な
雇
用

の
場
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
も
の
づ

く
り
産
業
を
取
り
巻
く
現
状
と
し
て
は
、

産
学
官
が
一
体
と
な
っ
て
思
い
切
っ
た

方
向
転
換
を
行
っ
て
い
く
こ
と
。

【図表６】自社の強み

【図表５】平均勤続年数及び離職率

第２章
良
質
な
雇
用
を
支
え
る
も
の

づ
く
り
人
材
の
確
保
と
育
成資料：厚生労働省「平成26年賃金構造基本統計調査」、

　　　「平成26年雇用動向調査」

（独）労働政策研究・研修機構「ものづくり企業の経営戦略と
人材育成に関する調査」（2014）
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現
在
、
１
２
８
職
種
。
技
能
士
延
べ
約

５
４
７
万
人
）。

④
若
者
の
も
の
づ
く
り
離
れ
へ
の
対
応

■
全
国
の
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
等
で
は
、

高
等
学
校
卒
業
者
等
に
対
し
、
も
の
づ

く
り
訓
練
等
を
実
施
し
て
い
る
。

■
も
の
づ
く
り
分
野
で
優
れ
た
技
能
等
を

有
す
る
熟
練
技
能
者
を
「
も
の
づ
く
り
マ

イ
ス
タ
ー
」
と
し
て
認
定
し
、
企
業
等
に

派
遣
し
て
実
技
指
導
を
行
わ
せ
て
い
る
。

⑤
女
性
技
能
者
育
成
の
支
援

■
２
０
１
４
年
度
か
ら
、
女
性
を
対
象

と
し
た
体
験
入
学
や
女
性
訓
練
受
講
生

に
よ
る
体
験
談
を
話
し
て
も
ら
う
機
会

を
新
た
に
提
供
す
る
ほ
か
、
女
性
向
け

の
Ｈ
Ｐ
を
設
け
て
い
る
。

■
女
性
が
も
の
づ
く
り
分
野
に
就
職
で

き
る
よ
う
、
女
性
向
け
の
も
の
づ
く
り

分
野
コ
ー
ス
の
開
発
・
実
施
や
職
業
訓

練
受
講
中
の
託
児
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
等

の
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
対
応
し

た
能
力
開
発
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
１
）も
の
づ
く
り
に
お
け
る
理
工
系　

　
　

人
材
の
戦
略
的
育
成

①
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

　

す
る
人
材
育
成
に
つ
い
て

■
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
我
が

国
の
成
長
戦
略
の
重
要
な
柱
で
あ
り
、
こ

れ
を
担
う
人
材
育
成
は
、
も
の
づ
く
り
に

お
い
て
重
要
な
鍵
で
あ
る
。
特
に
、
創
造

性
豊
か
な
若
手
研
究
者
の
育
成
・
確
保
、

多
様
な
場
で
活
躍
で
き
る
人
材
、
次
代
を

担
う
科
学
技
術
人
材
の
育
成
が
重
要
。

②
理
工
系
人
材
の
戦
略
的
育
成
に
つ
い
て

■
も
の
づ
く
り
に
お
い
て
新
し
い
価
値

や
技
術
革
新
な
ど
を
付
与
す
る
科
学
技

術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
た
め

に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
理
工
系
分
野

の
強
化
が
不
可
欠
。

■
そ
の
た
め
、
産
学
官
が
協
働
し
た
理

工
系
人
材
の
戦
略
的
育
成
の
取
組
を
進

め
る
た
め
、
２
０
２
０
年
度
末
ま
で
に

集
中
し
て
進
め
る
べ
き
三
つ
の
方
向
性

と
10
の
重
点
項
目
を
整
理
し
た
「
理
工

系
人
材
育
成
戦
略
」
を
２
０
１
５
年
３

月
に
策
定
・
公
表
。
ま
た
、
産
学
官
が

協
働
し
て
理
工
系
人
材
の
質
的
充
実
・

量
的
確
保
に
取
り
組
む
た
め
、「
理
工
系

人
材
育
成
に
関
す
る
産
学
官
円
卓
会
議
」

を
設
置
。

（
２
）も
の
づ
く
り
人
材
を
育
む
教
育
・

　
　

文
化
基
盤
の
充
実

■
将
来
の
も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成
の

た
め
に
は
、
若
者
に
対
し
将
来
の
キ
ャ

リ
ア
に
関
連
し
た
就
業
体
験
を
行
う
等
、

職
業
意
識
の
育
成
を
図
る
こ
と
が
重

要
。
そ
の
た
め
、
初
等
中
等
教
育
段
階

か
ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
推
進
し
た
り
、
高

等
教
育
段
階
に
お
け
る
社
会
的
・
職
業

的
自
立
に
取
り
組
む
た
め
の
体
制
整
備
、

専
門
学
校
等
の
教
育
機
関
と
産
業
界
と

が
連
携
し
た
成
長
分
野
等
に
お
け
る
中

核
的
専
門
人
材
養
成
の
推
進
等
、
各
学

校
段
階
を
通
じ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
職

業
教
育
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
３
）産
業
力
強
化
の
た
め
の
研
究
開
発

　
　

の
推
進

①
も
の
づ
く
り
に
関
す
る
基
盤
技
術
の

　

研
究
開
発

■
我
が
国
の
産
業
競
争
力
の
強
化
に
向

け
て
、
多
様
な
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
新
た
な
も
の
づ
く
り
技

術
の
共
通
基
盤
の
構
築
が
必
要
。そ
こ
で
、

最
先
端
の
計
測
分
析
技
術
・
機
器
の
研

究
開
発
や
大
規
模
研
究
開
発
基
盤
の
整

備
・
共
用
等
を
通
じ
、
多
く
の
産
業
に

共
通
す
る
波
及
効
果
の
高
い
基
盤
的
な

領
域
に
お
け
る
研
究
開
発
を
推
進
す
る
。

②
産
学
官
連
携
を
活
用
し
た
研
究
開
発

　

の
推
進

■
「
知
」
の
拠
点
で
あ
る
大
学
等
と
企

業
の
効
果
的
な
協
力
関
係
の
構
築
は
、

我
が
国
の
も
の
づ
く
り
の
効
率
化
や
高

付
加
価
値
化
に
資
す
る
。
大
学
等
に
お

け
る
産
学
官
連
携
活
動
は
２
０
１
０
年

以
降
増
加
傾
向
で
あ
る
。

■
企
業
の
人
材
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た

め
の
調
査
を
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学

校
で
実
施
し
て
お
り
、
調
査
結
果
を
踏

ま
え
、
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
や
ポ
リ
テ

ク
カ
レ
ッ
ジ
の
訓
練
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

②
民
間
で
実
施
す
る
職
業
訓
練
の
向
上

　

に
向
け
て

■
事
業
主
が
行
う
企
業
内
の
人
材
育
成

に
対
す
る
支
援
と
し
て
、「
キ
ャ
リ
ア
形

成
促
進
助
成
金
」
や
「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
助
成
金
」
を
支
給
し
て
い
る
。

■
一
定
の
基
準
に
適
合
し
、
都
道
府
県

知
事
か
ら
の
認
定
を
受
け
た
職
業
訓
練

を
実
施
し
て
い
る
中
小
企
業
事
業
主
に

対
し
て
補
助
を
実
施
し
て
い
る
。

■
民
間
教
育
訓
練
機
関
の
質
の
向
上
の

た
め
、
２
０
１
１
年
12
月
に
「
民
間
教

育
訓
練
機
関
に
お
け
る
職
業
訓
練
サ
ー

ビ
ス
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、
普

及
・
定
着
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

③
社
会
的
に
通
用
す
る
能
力
評
価
制
度
の
構
築

■
技
能
検
定
制
度
（
厚
生
労
働
大
臣
が

行
う
労
働
者
が
有
す
る
技
能
を
一
定
の

基
準
に
基
づ
き
、
検
定
し
公
証
す
る
国

家
検
定
制
度
）
に
よ
り
、
も
の
づ
く
り

労
働
者
を
始
め
と
す
る
労
働
者
の
技

能
習
得
意
欲
を
増
進
さ
せ
る
と
と
も

に
、
労
働
者
の
社
会
的
地
位
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
（
２
０
１
５
年
４
月
１
日

第３章
も
の
づ
く
り
の
基
盤
を
支
え

る
教
育
・
研
究
開
発


